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午前９時５９分開会 

○水野あゆみ委員長 ただいまより災害・オウ

ム対策調査特別委員会を開会いたします。 

 

           ◇            

 

○水野あゆみ委員長 まず、記録署名員の指名

を行います。 

  工藤委員、加地委員お願いいたします。 

 

           ◇            

 

○水野あゆみ委員長 次に、災害対策及びオウ

ム真理教（アレフ）対策に関する調査研究に

ついてを議題といたします。 

  報告事項に移ります。 

  ①から⑩まで、以上１０件を危機管理部長

から報告をお願いいたします。 

○危機管理部長 おはようございます。 

  それでは、私から危機管理部の内容につい

て報告させていただきます。 

  報告へ先立ちまして、本日防災戦略課長の

吉倉が家族の都合で欠席させていただいてお

ります。申し訳ございません。よろしくお願

いします。 

  それでは、危機管理部の報告資料の２ペー

ジを御覧ください。 

  件名は、アレフ（オウム真理教）対策でご

ざいます。 

  本件は、アレフに対する最近の区の取組に

ついて報告するものでございます。 

  項番１では、足立区の反社会的団体の規制

に関する条例に基づき、５万円の過料処分を

行ったことについて。項番２では、区内の大

学や大型スーパーなどで展開しております地

下鉄サリン事件風化防止パネル展示展の状況

について。３ページ目に参りまして、項番３

では、本年６月２４日に、足立区が第二審勝

訴となった第三次過料処分取消し請求事件に

ついてアレフから最高裁への上告が受理され

たことについて。項番４では、７月２２日に

公安調査庁が発表したアレフに対する再発防

止処分の請求について記載してございます。 

  今後も引き続きまして、協議会をはじめ地

域の皆様、様々な団体機関と連携いたしまし

て、区民の皆様の安心安全に向けて取り組ん

でまいりたいと思います。 

  続きまして、４ページを御覧ください。 

  件名は、能登半島への視察結果についてで

ございます。 

  本件は、令和６年元旦に震災被害を受けた

能登半島へ被災後１年数か月後の復興状況を

直接見聞きしてきたということで、また、避

難所運営していた方々からインタビューを行

った内容について、我々視察してまいりまし

たので、それを報告する内容でございます。 

  項番１から視察目的、行程視察先、５ペー

ジに参りまして、項番５には、視察から見え

てきた課題について記載してございます。 

  今後は、実際に被災現場を経験された方の

御意見などを参考に、防災対策、避難所運営、

備蓄などについて、実効性のある対策を進め

てまいりたいと考えております。 

  続きまして、７ページを御覧ください。 

  件名は、消火器及び住宅用火災警報器購入

補助の実施についてでございます。 

  本年第２回定例区議会におきまして、補正

予算御決議いただきました購入補助制度につ

いて、９月１９日から事業を開始するという

ことで、その内容について報告するものでご
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ざいます。 

  項番１の本事業の目的に沿って、項番２の

事業実施期間として、本年の９月１９日から

開始、年度支払の関係から、今年度は１月３

１日までの購入として一度区切らせていただ

き、令和９年度まで３か年の実施を予定して

おります。 

  項番３では補助対象者、項番４では補助率

上限額を記載しております。 

  ８ページに参りまして、項番５では、補助

対象となる購入店舗を記してございます。 

  なお、協力店舗ですが、１９店舗と書いて

ございますが、本日現在２４店舗となってお

ります。 

  今後火災の防止や被害の拡大抑止に向けて、

多くの区民の皆様に御利用いただくために、

様々な媒体や機関と協力して周知を行うとと

もに、店舗数の拡大をさせていき、★★制度

となるよう努めてまいりたいと考えておりま

す。 

  続きまして、９ページを御覧ください。 

  件名は、災害ケースマネジメントの策定に

向けた進捗状況についてでございます。 

  本件は、被災した方の早期の自立、生活再

建に向けた支援の仕組みである災害ケースマ

ネジメントの導入に向けて、検討を進めてい

ることを報告するものでございます。 

  項番１では、概要として、これまでの支援

と違う点、新たな支援の仕組みを検討してい

ることなどを記載しております。 

  １０ページに参りまして、項番２では、今

後のスケジュールについて記載してございま

す。 

  災害への備えについては、備蓄など事前の

備えに目が行きがちですが、能登半島の視察

では、１年以上たった今も仮設住宅に入居さ

れている方がいらっしゃるなど、災害後、被

災後の支援も重要であるということから、被

災後の生活再建に向けた取組についても並行

して対策を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  続きまして、１１ページを御覧ください。 

  件名は、足立区ペット同行避難ガイドライ

ン（素案）策定に伴うパブリックコメントの

実施結果についてでございます。 

  本件は、本年５月から６月に行いました、

災害時のペット同行避難のルールについてま

とめたガイドラインの素案に対するパブリッ

クコメントの結果を報告するものでございま

す。 

  なお、パブリックコメントを求めたその素

案そのものについて、後からだったのですけ

れども、サイドブックスの方にも添付させて

いただいておりますので、内容の方について

は、そちらを御確認いただければと思います。 

  ガイドラインの素案につきましては、本年

４月２５日で本委員会で報告させていただき

ました。サイドブックスに今回資料フォルダ

を用意いたしました。 

  パブリックコメントの実施の結果につきま

しては、項番１と併せて、１２ページからの

パブリックコメントの内容、実施結果を御覧

ください。 

  今後は、皆様からの御意見やパブリックコ

メントを踏まえて、本年１０月に施行版を完

成させ、令和８年１月に足立区防災会議での

報告をもって施行を開始したいと思います。 

  なお、前回委員会でも要望のありました２

３区ペット避難の状況についてですが、現在

調査依頼を発送して、返信を今待っていると
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ころでございます。結果がまとまり次第報告

させていただきます。 

  続きまして、１６ページを御覧ください。 

  件名は、水害時避難者想定数 区内避難所の

受入れ人数調査委託における調査結果と対策

案についてでございます。 

  本件は、令和６年度に実施いたしました調

査委託の結果と対策案について報告するもの

でございます。 

  項番１では調査の目的、項番２では調査の

前提となる被害の想定、項番３では調査結果

について、１７ページに参りまして、項番４

では今後の方針、１８ページに参りまして、

項番５では対策案について記載してございま

す。 

  結果といたしまして、最悪の被害想定であ

る荒川が氾濫して、２週間程度水が引かない

状況においては、約１２万２，０００人の方

の避難所が不足することが今回の調査で判明

いたしました。これは、人口が密集する首都

圏の自治体共通の課題でございますが、条件

が似ている江東５区においては、同様の状況

だというふうに伺っております。 

  今後は、現在進めている広域避難など、

様々な避難手法の拡大など着実に、そして、

かつスピードを上げて、現在も進んでいる★

★貯水池整備など大型河川の治水対策につい

ても、国の方に急いでいただくよう、要望し

てまいりたいと考えております。 

  続きまして、１９ページを御覧ください。 

  件名は、災害用備蓄包括管理事業の進捗管

理についてでございます。 

  本件は、今年度から開始いたしました災害

用備蓄を購入、運搬、管理などを包括的に管

理委託する事業について、開始後の状況につ

いて報告するものでございます。 

  項番１につきましては事業を委託した事業

者、項番２については現在の進捗状況、２０

ページに参りまして、項番３では昨年度まで

職員が行っていた業務の内容と規模、項番４

においては委託内容の一つである備蓄倉庫の

レイアウトの変更について、また、２１ペー

ジに参りまして、参考として、今年度購入す

る品目の一覧をそれぞれ記載させていただい

ております。 

  今後についてですが、備蓄の量について、

令和７年度から９年度の３か年で、避難者数

の備蓄量の１．２日分から３日分へと増やし

ていく予定です。また、今年度の事業実施評

価を受けて、来年度の計画に反映させていた

だきたいというふうに考えております。 

  続きまして、２２ページを御覧ください。 

  件名は、災害用備蓄物品の新規導入の検討

についてでございます。 

  本件は、現在進めている新たな備蓄物品、

避難所用折り畳みベッドについての報告でご

ざいます。購入予定数、導入経費、スケジュ

ールを各項番で記載してございます。２３ペ

ージの別紙において、その詳細について記載

してございます。 

  今後についてですが、今年度中の備蓄に向

けて、今後補正予算を上程させていただきた

いと考えております。 

  なお、事前の説明では、災害用のゴムボー

トについても検討している旨御説明申し上げ

たかと思いますが、庁内調整の必要が生じた

ため、一旦資料からは外させていただいてお

ります。引き続き予算化に向けて検討してお

りますので、御了解いただきたいと思います。 

  続きまして、２４ページを御覧ください。 
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  件名は、（仮称）足立区災害時のトイレ確

保・管理計画の策定についてでございます。 

  本件は、令和７年３月に東京都が策定いた

しました「東京トイレ防災マスタープラン」

に基づき、足立区の災害時トイレの確保、管

理のための計画を策定することについて報告

するものでございます。 

  項番１では都のマスタープランの概要、併

せて２６ページ、少々見づらいですが、別紙

１では都のマスタープランで示された足立区

の災害用トイレの空白エリア図、２４ページ

にお戻りいただきまして、項番２では足立区

の計画策定の概要、計画策定スケジュールに

ついては２７ページ、２５ページにお戻りい

ただき、項番３では足立区の計画における空

白エリアの考え方を方針案として記載してご

ざいます。 

  今後についてですが、能登の視察でもあり

ましたとおり、災害時のトイレ問題は、私た

ちが想像する以上に苛酷なものとなる模様で

す。今後、計画策定と並行して、区民の皆様

に災害時のトイレ確保の重要性、中でも携帯

トイレの個人備蓄が進むよう、周知・啓発に

更に力を入れてまいりたいというふうに考え

ております。 

  続きまして、２８ページを御覧ください。 

  件名は、災害用トイレ（自己処理型トイレ）

の試験導入についてでございます。 

  本件は、水道がストップした場合でも、水

が流せる点で、災害時に有効な自己処理型ト

イレを試験的に導入することについての報告

でございます。 

  項番１から３では自己処理型トイレについ

ての説明、トイレについての詳細や製品比較

ついては、３０ページからの別紙１・別紙２

を御覧ください。 

  項番４、項番５では試験導入とスケジュー

ル、２９ページに参りまして、項番６、項番

７では庁内の役割分担や建築基準法上の取扱

いについて記載してございます。 

  今後、先ほどのトイレ計画との関連もあり、

早めに試験導入を考えて導入を行いたいとい

う考えから、補正予算で試験導入について対

応させていただきたいと考えております。 

  私からは以上でございます。 

○水野あゆみ委員長 それでは質疑に移ります。 

  何かございますか。 

○市川おさと委員 まず、一つだけ災害につい

てだけ言うのですけれども、今おっしゃった

災害用トイレの試験導入についてなのですけ

れども、これがバリアフリー商品を今開発さ

れているというふうに書かれているわけで、

車椅子でも使えるような形にするということ

でよろしいでしょうか。 

○災害対策課長 私ども実際に手賀沼の方の公

園に置いてあるところを視察させていただき

まして、先方の当然事業者の方も一緒に立ち

会っていただきました。そのときに質問させ

ていただいて、これバリアフリー対応あるの

ですかということで、今のところまだ検討し

ていないというふうなお答えがあったもので

すので、私どもの方から、是非それは早急に

バリアフリー対応を進めてもらいたいという

ふうに要望させていただきます。車椅子で使

えるようなものを早急に検討してもらいたい

というふうに要望させていただいております。 

○市川おさと委員 こうやって議会で言われる

前に自立的にそういったことを足立区がしっ

かりと事業者に要望して、そういう方向で動

いているというのは、聞いただけで本当に心
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強い、よかったなというふうに思います。 

  本当に、担当課長さん優秀だからというの

もそういうのもあろうかと思いますけれども、

もう一つ、またその前に、足立区災害時トイ

レの確保・管理計画の策定についてとあるの

ですけれども、これはそのとおりだなという

ふうに思います。その前に・・・水害時避難

者想定数 区内避難所の受入れ人数調査委託に

おける調査結果と対策案についてであります。

この方針を見ますと、在宅避難者数が区の算

出だと３７万人になるのだというふうにお書

きになっています、３７万人。それに対して、

避難手段拡充の取組として、実施中としてマ

ンション防災備蓄品の購入費助成ということ

が一つ書かれているのですけれども、もちろ

んこれだけでは全然お話にならない、量的に

全然お話にならないということは、書きなが

らも説明しながらも、そちらもよく把握して

いると思うのですよ。この辺りについて、ち

ょっと詳しくおっしゃっていただけますか。 

○災害対策課長 今回区内避難所で１２万２，

０００人受入れができないということになり

ますので、基本的には、やはり足立区内どこ

も浸水してしまうので、基本的には、やはり

足立区外への避難ということを想定する必要

があるというふうに考えておりますので、そ

ういったところも含めて、今回方針案でも記

載させていただいておりますが、いろいろな

自治体との協定を結ぶであったりですとか、

あとはホテル助成などの検討も今後まだ進め

ていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○市川おさと委員 それで、これは間に合うの

ですかね。要するに、よそのところにこれだ

けの人数が足立区から行くということについ

て。要するに、それとともに在宅避難の支援

や普及とか、そういった方も相当力を入れな

ければいけないのかなというふうに思うので

すけれども、その辺りいかがですか。 

○災害対策課長 今回在宅避難できる方３７万

人と見込んでおりますけれども、こちらにつ

きましては、３日間が耐え忍べる方を算定し

て３７万としました。これを仮に、１週間ま

で延ばすことができれば、ここの部分をより

広げることができてまいりますので、そうい

った意味では、市川委員おっしゃるとおり、

在宅避難の支援というのは重要だと思ってお

りますし、今後我々の方としても、力を入れ

ていかなければいけないというふうに考えて

おります。 

○市川おさと委員 さっきトイレの話しました

けれども、在宅だとトイレ、当然水も流れな

くなっている可能性もすごくあるわけですけ

れども、その辺りの普及・啓発についてはど

うでしょうか。要するにうちなどでも、袋を

便器に掛けて、流さないようにするというこ

とは、家の中でもちゃんと言ってはいるので

すよ。あと、凝固剤も用意していて、準備も

しているのですけれども、その辺りは、とに

かく物自体は、自助努力で何とかなると思う

のですけれども、要するに自助努力で何とか

なるよという普及啓発ですよね。それが今後

すごく大事になるのかなと思うのだけれども、

その辺りいかがですか。 

○災害対策課長 市川委員御発言のとおり、携

帯トイレ、簡易トイレの普及というのは、非

常に重要だと思っておりまして、区としても

ここ数年間、非常に力を入れて取組の方はさ

せていただいております。 

  世論調査の結果などを見ても、徐々に区民
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の皆様方のトイレの備蓄率も上がってきてい

るようでございますので、ここのところは、

引き続きやはり力を入れて取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

○水野あゆみ委員長 他に。 

○佐々木まさひこ委員 それでは、私の方から

何点かお伺いをさせていただきます。 

  能登半島の視察結果について。現場へ行っ

て、様々見えることは数多くあるだろうとい

うふうに私も思います。 

  その中で、大体前から言われているような

事柄もありますが、例えばインフルエンザの

罹患者を早期に発見し対応するなど、避難所

の衛生環境を保つことが重要である。これは、

私も昨年の第４回定例会の一般質問で、避難

所における感染症の流行などの兆候を早期に

把握し、対策を打つためには、避難所のアセ

スメントが重要となりますと。インフルエン

ザやコロナなどの急性疾患患者、発熱・せ

き・下痢や嘔吐などの有症症状の人を毎日把

握し、感染流行の兆しにいち早く対応しなけ

ればなりませんと。区として、避難所アセス

メントの準備をどのようにしているのか伺い

ますという質問をいたしました。区側の答弁

は、避難所アセスメントの準備についてです

が、避難所運営手順書において、手洗い・換

気などの感染症対策を記載しているほか、発

熱・せき・下痢や嘔吐などの症状がある方に

ついては、一般避難者と居室を分けるなどの

感染拡大防止を行って図っておりますと。症

状がある避難者への対応としては、保健医療

職の避難所巡回による症状把握により、必要

がある場合には、いち早く医療機関へつなげ

られるよう検討してまいりますという答弁が

ございました。 

  そこで伺いますが、こういった基本的には、

避難所を巡回する医療職、保健職員、非常に

重要だと思うのですけれども、この体制につ

いては、今どの程度進んでいるか、お伺いを

したいと思います。 

○災害対策課長 医療職の避難所の巡回の地域

防災計画の中でも規定してございますけれど

も、ある程度やはり落ち着いた段階で、そう

いった避難所の方に保健医療のチームが入っ

ていくと、そういったような今仕組みになっ

てございます。 

○佐々木まさひこ委員 基本的に、避難所の状

況というのは、アセスメントシートか何かを

使って、無線ファクスか何かで、例えば災害

対策本部に、どこの避難所はこういう状況で

すというのを、基本的に情報集約するのだろ

うと思うのですけれども、そういった体制に

はなっていない。その中に、例えば感染者の

情報とか、そういったものを把握するような

形にはなっていますかということ。 

○災害対策課長 今、佐々木委員から御指摘あ

りましたような感染者の情報を吸い上げる仕

組みですか。すみません、ちょっと衛生部の

医療班の方でもしかしてそういった形ができ

ているかもしれません。ちょっと私どもの方

では、すみません、承知していないところで

ございます。 

○佐々木まさひこ委員 基本的に、いわゆる早

期に発見して素早く対処するためには、流行

の度合いを把握しなければならないというこ

とがありますので、昔、★★危機管理室長の

時代に、そういった随分昔なのだけれども、

一応防災計画の中にそういったアセスメント

シートの案があったのですよ。それをいろい

ろ質問して、改善しますと言ったのだけれど
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も、その後その防災計画の中には、それが表

現されなくなってしまって、どうしたのだろ

うなと思いながらちょっと今いるのですけれ

ども・・・衛生部との関係がまだよく分から

ないということであれば、これはしっかりと

体制を整えていただきたい。もうそういう課

題が見えたと、ここでおっしゃっているわけ

ですから、いろいろと対策をしていただきた

いと思いますし、ＤＨＥＡＴ、都道府県で基

本的には設置することになっていますけれど

も、そことの連携とか、足立区も７０万の人

口を擁する大規模な自治体でございますので、

それに似たような形での医療職のチームがあ

ってもいいのかなとも思いますので、そこら

辺のところをちょっと検討していただければ

というふうに思いますので、よろしくお願い

申し上げます。 

  それからもう一つは、災害ケースまずマネ

ジメントの策定に向けた進捗状況ということ

で、これは、非常に先進的に取り組んでいた

だいて、意欲的な取組、本当にありがとうご

ざいます。 

  同じ４月定例会の質問で、災害復興につい

ても質問をさせていただきまして、各自治体

で様々に派遣をして、いろいろなケースを御

存じの災害復興法学という本も表された岡本

正弁護士を議題に出して質問いたしましたけ

れども、職員の研修をすべきということで申

し上げましたら、職員の研修会早速やってい

ただきました。その感想はいかがでございま

したか。 

○災害対策課長 やはり岡本先生、様々な災害

現場を見ていらっしゃるといったところで、

あと実際に、災害に遭われた方が復興に向か

ってどのような心持ちで向かっていくのかみ

たいなところのお話もいただけたので、やは

り我々として、早期の復興・自立を進めるた

めに、やはり我々の方から入っていかなけれ

ばいけないのだといったところが非常に印象

として残ったところでございます。 

○佐々木まさひこ委員 ここにも書いてありま

すけれども、過去に災害に遭った自治体では、

支援制度自体を知らない、支援制度は知って

いても様々な理由により申請できないでいる

という、その支援から取りこぼされてしまう

被災者を救うために、こういったステップ１

では、アウトリーチによる被災者の発見、状

況把握というようなことが書かれていますけ

れども、このアウトリーチというのは、どん

なイメージなのでしょうかね。住家被害の認

定調査に行ったときにこういった制度があり

ますよとかといって、何か渡すのか。どうい

ったイメージで今、描いていらっしゃるので

しょうか。 

○災害対策課長 どういった形で入っていくべ

きなのかというところも今後の検討にはなっ

てくるとは思うのですけれども、住家被害の

認定のときもそうですし、あとは、実際に避

難所にそういう御用聞きではないのだけれど

も、相談を伺うようなチームを作って入って

いって、そこで御意見を拾っていくみたいな

ことも、一つの方策としてあるのかなという

ふうには思っています。 

○佐々木まさひこ委員 基本的に避難所にいら

っしゃる方に関しては、ある程度情報は伝わ

りやすい側面もあるかと思うのですね。いわ

ゆる車中避難とか在宅避難とか、あとは、縁

故避難をやって、いわゆる都外への避難とか

という方に関して、ある程度どのような形で

周知をしていくかということも含めて、せっ
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かくこれは、非常にいい取組を進めていただ

いているというふうに思いますので、しっか

りその辺りも含めて、検討を図っていただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○危機管理部長 恐らく被災すると物すごい数

の方がこれに該当するのかと思うのです。そ

のときに、チームを一つだけで回っているだ

けでは全然足りなくて、やはりそこのところ

は、あらゆる区内の方々と共同して進めない

といけない。 

  例えば、高齢者でケアマネジャーとつなが

っている方でしたら、ケアマネジャーの方か

らそういったことを聞いてもらうとか、誰か

つながっている人に対しては、そうやって協

力を求められるような仕組みができたらいい

なというふうに考えております。 

  我々声を掛けなければいけないのは、自分

から声を発せられない人をどうやって救い上

げるかというところがやはり最終的には課題

になってくるのかなと思うので、そこのとこ

ろの仕組みをやはり有事の前に作っておきた

いなというふうな考えでございます。 

○さの智恵子委員 ちょっと私の方からも何点

か質問させていただきます。 

  まず、やはり能登半島の視察結果について

ということでございまして、トイレのことが

こちらでも書かれております。仮設トイレが

１０基用意したが、使用できたのは２基のみ

であったということで、この清掃等の管理が

行き届かずに閉鎖したということでございま

すが、定期的な清掃と言っても、やはり避難

所等であれば町会の方たちにお願いする形に

なるかと思いますが、今後は、この結果を受

けて、どのように検討をされていくのでしょ

うか。 

○災害対策課長 やはり避難所の運営だとか、

地域の方々、避難所の町会の方々が中心にな

ってしまいますので、その辺りで、こういっ

た課題が起きるのだといったところもよく知

っていただいた上で、実際のトイレの清掃で

あったりオペレーションについても、事前に

しっかりと考えていただいて、対応いただけ

るようにということを我々の方からしっかり

お伝えをしていきたいというふうに思います。 

○さの智恵子委員 避難される方の人数にもよ

りますけれども、やはり２基で回すとなると、

やはりかなりもう大変な方が利用できますの

で、１０基せっかくあったのであれば１０基

利用できるような体制がやはり大事ですので、

この辺については丁寧に進めていただければ

と思います。 

  ちょっとトイレつながりで、今回トイレの

ことも、何件か報告をしていただいておりま

すので、続いて質問させていただきたいと思

うのですけれども、今回トイレについては、

試験導入予定ということで、自己処理型のト

イレということで、掲載をしていただいてお

ります。こちら３０ページには、４基の比較

表も記載をしていただいておりまして、今回

このトイレスターシリーズということで決ま

ったということでございまして、こちらはち

ょうど我が党でも視察をさせていただきまし

た。 

  ちょっと私は、この日重なってしまって行

けていないのですけれども、また行った議員

からすると、この流した後の便座に手を入れ

ても臭くなかったっていうようなお話もあっ

て、本当にそういう意味では、１万回利用で

きるということでは、大変いいことかなと思

っているのですけれども、最終的にこの四つ
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の中からこちらにで決めたということを、も

う一度ちょっと説明いただけますでしょうか。 

○災害対策課長 こちらの自己処理型トイレな

のですけれども、３０ページの図を見ていた

だきますと、便器の下に便槽があると思うの

ですね。今、さの委員から御発言ありました

けれども、この便槽にし尿が落ちた段階で、

瞬間的に分解をされてしまうのですね。要は、

ここに手を入れても汚くないし臭いもしない

しという形です。 

  この自己処理型トイレ、処理回数が１万回

という形で、非常に処理能力が高いのですね。

いわゆるボットン式のトイレみたいなもので

すと、便槽自体の広さがあっても、中心に高

く積もっていってしまうので、結局あまり量

が処理できないといった形になります。 

  あと、自己処理型では、バイオ系のものの

トイレもあるのですけれども、微生物が処理

をするタイプですが、こういったものもやは

り処理するにはかなり時間が掛かるので、や

はり回数的には余り伸びてこないといったと

ころの課題がある。あとトイレトラック、ト

イレトレーラーにつきましても、清潔で移動

もできてといったところであるのですが、結

局これもくみ取りをしなければいけないとい

う形で、いろいろな被災現場でもトイレした

のだけれども、結局トイレトレーラーいっぱ

いになってしまって、そのまま置きっ放しに

なってしまっているみたいな例もあったとい

うふうに聞いておりますので、現段階では、

このミネラルイオンシステムを取り入れた自

己処理型トイレがよろしいのではないかとい

うふうに判断したところでございます。 

○さの智恵子委員 分かりました。こちらの試

験導入なのですけれども、令和８年４月から

９月ということで、トイレがない公園等に設

置しというふうにございますが、今現在では、

どこの公園に設置予定、それも１か所、ちょ

っと場所について、もし決まっていれば教え

ていただけますでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 場所につい

ては、まだちょっとここというのは決めかね

ているところがあります。その理由としまし

ては、このトイレ、いざというときには、つ

り上げて移動できるようにということで、道

路付けのいいところとか、あと実証実験です

ので、ある程度公園利用者も多いというか見

込めるところを選ぼうとしているところで、

今しばらく決定までお待ちいただければと思

っております。 

○さの智恵子委員 分かりました。せっかく試

験導入で実証実験しますので、効果がしっか

り分かるような形の場所も選んでいただいて、

また、積極的に区民の方にも是非御利用いた

だいて、災害時には使う可能性もございます

ので、そういう形の周知等もお願いできれば

と思います。 

  あとは、この災害時のトイレ計画等も今後

出てくるということでは、トイレについては

進んでいるのかなということでございます。 

  すみません、ちょっとまた能登半島戻って

いただきまして、もう１点、この防災士の問

題ということで、この石崎地区で１１名の女

性防災士がおり、様々なアイデアが特に女性

の視点で、いろいろな工夫をされていたとい

うことでございます。現在区が掌握をされて

いる防災士は何人いて、そのうち女性が何人

いるかというのがもし分かれば教えてくださ

い。 

○災害対策課長 今手元に詳細な数字がなくて、
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大変申し訳ないのですけれども、今女性で６

０名程度いらっしゃったのかなというふうに

は記憶しております。今、区内１２０か所避

難所ございますので、ここにできれば、お１

人ずつの女性の防災士を配置したいというふ

うに考えているところです。 

○さの智恵子委員 分かりました。 

  実は、私この夏に会った友人が町会から推

薦を受けて、この防災士の資格にチャレンジ

したという話を聞きまして、身近なところで

もこの女性の防災士進んでいるのだなという

実感をいたしました。 

  先ほど災害対策課長の方からも１２０か所

にできれば１人というお話もございましたが、

その人数を増やすことも大変重要なのですけ

れども、この防災士、なかなか町会の中です

と、男性役員が多い中での女性の防災士とい

うこともございますので、情報共有であった

り、そういう好事例を共有するという部分で

は、研修というのか懇親会というのか分から

ないですけれども、やはりその方たちの連携

というのも大変重要かと思いますが、その辺

について、何か今後考えていらっしゃること

はございますでしょうか。 

○災害対策課長 防災士の方々の情報共有とい

う形で研修会みたいなものを隔年で実施した

りもしておりますし、今、あだち防災リーダ

ーのような制度もございます。そういったと

ころで、横のつながりを作っていただけるよ

うにしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○さの智恵子委員 特に女性をせっかく作って

いるので、なかなか男性の中で消されてしま

う小さなお声とか、そういうものを拾う意味

では、例えば数年に何度かでも構いませんし、

是非この女性防災士に特化した、そういう是

非研修等も検討をお願いしたいと思います。 

  最後に、消火器及び住宅用の火災警報機購

入補助の実施ということでございます。 

  ちょっとこちら私も見掛けて、すぐ自分の

通信でＰＲをさせていただきまして、今回本

当にすごい、この上限１万円ということで、

消火器に是非買い換えようとか、備えようと

いう気持ちにはなるのかなと思っているので

すけれども、消火器、私も実際に調べますと、

いろいろな種類がありますよね。本当に粉タ

イプのものだったり、水タイプのものだった

りということで、選ぶのも結構大変なのかな

と思っているのですけれども、こちらに記載

があるように１世帯に限り１回で、上限の購

入数の制限はないということなのですけれど

も、こちら例えば１人の方が何十本というこ

とはないと思うのですが、その申請があった

としても受け付けるということでよろしいで

しょうか。 

○災害対応力強化担当課長 本数に制限はござ

いませんが、大体１本安くても５，０００円

ぐらいということで、ちょっとその上限額に

対しての数となります。 

○さの智恵子委員 こちらまた、先ほど報告が

ございましたが、１９か所と資料には書いて

ございましたが、現在２４店舗で購入すると、

自己負担なく差し引いた金額で購入できると

いうことかと思います。これ、是非店舗もも

う少し増やしていただいて、是非身近なとこ

ろでというふうに思いますが、この２４店舗

というのは、ちょっとどこがというのが分か

らないのですが、全区的にカバーしている件

数なのでしょうか。 

○災害対応力強化担当課長 全区内全域で、今
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特にホームセンターとか、あと家電量販店、

あとまちの電気屋さん、あとガス事業者とか

も、どんどん広がっていって、おおむね今３

０は軽く超えるのではないかと。内諾いただ

いているだけでも今３５店舗ありまして、そ

れから更にどんどん増えていっているという

状況でございます。 

○さの智恵子委員 分かりました。是非そうい

う店舗では、今、区がこういうふうに助成し

ているということで、できれば少し目立った

ＰＲもしていただいて、是非購入につながる

ようなものとも思いますし、あと例えば区で

アトリウムとか、あとこのＡ－Ｆｅｓｔａで

是非この展示をと思ったのですけれども、情

報連絡にあるＡ－Ｆｅｓｔａでは、計画がち

ょっとないのですが、まだ時間ありまして、

今回すみません、早速「あだち広報」にも記

載がございますので、今日持ってきたのです

けれども、ちょっとこれを見てもなかなかす

ぐ分かりにくいと、やはり実際に現物を見る

とすごく分かりやすいのかなと思いますので、

是非区役所のアトリウム、またＡ－Ｆｅｓｔ

ａ等でも展示をしていただいて、こういうも

のがこういう形で買えるみたいなＰＲも是非

していただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○災害対応力強化担当課長 ９月１９日からア

トリウムの方で、今、防犯補助金の展示コー

ナーがあると思うのですけれども、併せて、

この消火器と住警器のコーナーも設ける予定

です。 

  あとは、９月３日に足立消防署がイベント

をやる予定でして、そこでもＰＲをさせてい

ただきたいというところです。 

○はたの昭彦委員 私も★★に沿って何点かお

聞きしたいと思うのですが、まず教えてほし

いのですけれども、このオウム対策のところ

で、今、★★裁判をやっていて、この第三次

訴訟では、高等裁判所は勝訴して、アレフ側

が最高裁に上告したということなのですけれ

ども、これは、最高裁で上告不受理だとか、

あとは最高裁に行って判決が出て、恐らく区

が勝利すると思うのですけれども、同様の裁

判を幾つか同時にやっていると思うのですけ

れども、その場合は、ほかの裁判への影響と

いうのはどういうふうになるのか。例えば、

そこで最高裁判決、同様の内容で出てしまう

ので、そこでもう何か終わるとか、それとも

またずっと引き続きそのほかの裁判も最高裁

まで行かないといけないのかという、どちら

なのでしょうか。 

○危機管理課長 今裁判は、今回報告は第三次

なのですけれども、第八次、第九次の準備中

をしていますけれども、その都度、都度とい

うことで、審理特化ということで受けていま

して、一括して採決を受けるというわけでは

ないということで伺っております。 

○はたの昭彦委員 何かもうまだまだ大変とい

うか、九次と言っていましたけれども、今後

十次、十一次、十二次と掛かってしまうとい

うことで言うと、本当に何とかしなければい

けないというふうに思うのですけれども。 

  それと、今この公安調査庁による使用制限

の施設というのが一覧に出ているのですけれ

ども、保木間辺りにオウムの出ていけみたい

な横断幕があるのだけれども、ずっと掲げら

れているのだけれども、ここには使用制限施

設だとかに書いていないのですけれども、そ

こにあるのは、使用制限が掛かっていない施

設なのか。それとももうないということ、ど
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ちらなのでしょうか。 

○危機管理課長 施設自体はあります。ただ、

今回制限掛かっているのは、道場ですとか作

業場所ですとか、彼らの収益事業を行ってい

るところが制限掛かっているということで伺

っております。 

○はたの昭彦委員 そうすると、東保木間にあ

るという施設は、どういう扱いになっている

のでしょうか。 

○危機管理課長 信者が入居して、生活してい

る施設だということで認識でございます。 

○はたの昭彦委員 そうすると、あれですかね。

憲法というか居住権の関係で、日本国民はど

こでも自由なところに住めるということがあ

るから、そこは制限ができないということな

のですかね。 

○危機管理課長 はたの委員の御発言どおりだ

と思います。 

○はたの昭彦委員 ただ、いずれにしても周り

の住んでいる住民の方たちというのは、オウ

ム信者ということで、本当に不安の毎日をや

はり過ごされていると思うので、何とか改善

できたらなというふうに思いますので、区と

しても是非努力していただきたいと思います。 

  次に、能登半島の視察の結果についてとい

うことで、この区の災害対策の参考にもする

ためということで視察をしてきたということ

なのですけれども、視察の内容で、被災状況

ですとか再建状況だとかということで、視察

をしてきたということなのだけれども、これ

は、例えばこの輪島市の応急仮設住宅は行っ

たわけですけれども、ここでは、住民の方か

らお話とか聞くとかということはしてこなか

ったのでしょうか。 

○危機管理部長 申し訳ございません。そこは

ちょっとつてがないというか、連絡先が分か

らなかったのと、なかなか心情に配慮すると

そこまではちょっと踏み込めなかったという

のが実情でございます。 

○はたの昭彦委員 私たち区議団、今年も４月

に、珠洲市の応急仮設住宅に行って、しかも

浸水をした住宅に行って、直接住民の方にお

話を聞いてきたのですけれども、この災害ケ

ースマネジメントのことでも言えるのだけれ

ども、やはり寄り添って、住民の中に入って

お話を聞かないと、本当に何が必要なのかと

いうことが出てこないのですね。私たち行っ

て、初めてのところなので、やはり日本人と

いうか住んでいる方というのは、田舎という

のも変だけれども、地方に住んでいる方とい

うのは非常に奥ゆかしいので、なかなか自分

が困っていますということを言いづらい、言

いにくいのですね。そういう中では、本当に

２０分、３０分お話をする、区団、私たち東

京から来たのですよ、こういうことやってい

ますよと話す中で、ぽろぽろと本音が出てき

て、実はこういうふうに困っているのだと。

応急仮設住宅でいうと、本当に狭い住宅に２

人も３人も住んでいて、もう毎日顔を合わせ

ることで、それがつらいんだということで言

えば、では、どういうふうに住宅改善してい

くのかということで、実際こういう寄り添っ

て中に飛び込んで話を聞いていくということ

が必要だと思うのですけれども、この災害管

理マネジメントについては、何か委託で考え

るということをたしか前回聞いたような気が

するのですけれども、やはり区の職員が本当

に区民で災害に遭った方に寄り添って、どう

いう心情でいて、どういう支援が必要なのか

というのを直接聞いて、区のいろいろな災害
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の窓口、みんなそうなのだと思うのですけれ

ども、そういう対応こそ必要だと思うのです

けれども、それについていかがでしょうか。 

○災害対策課長 災害ケースマネジメントの仕

組みづくりにつきましては、今仕組みづくり

の部分について、委託を掛けさせていただい

ております。ですので、実際に動くに当たっ

ては、区の職員であったりとかＮＰＯであっ

たりとかそういった関連団体の方々、我々も

含めてそういった方々が地域に入っていくと

いうところを想定しておりますので、そこの

部分を委託してということは、今のところ考

えていないところでございます。 

○はたの昭彦委員 ただ、区の職員の方も大変

で数も少ないですし、災害が起きた場合は、

職員も被災者になるわけだから、そういう中

で本当に対応していくということでは、様々

な区内の団体とかに協力を仰ぎながら、先ほ

ど高齢者のケース、ケアマネジャーとかとい

う話ありましたけれども、そういうところと

日頃の連携を密にして、今後災害に備えてい

くということが大事だと思います。 

  それと、本当に被災者の方に寄り添って、

やはり一番不安なのは、今後の生活の見通し

が立たないということなのですね。能登半島

へ行ったときに、やはり地方なので、１人で

住んでいる高齢の方が多くて、住宅被災した

のだけれども、とてもではないけれども再建

できないと。では、どこに引っ越すのかと言

っても、災害復興住宅とか避難所住宅なので、

本当に交通の不便なところにあるわけですよ。

そうすると高齢者の１人の方で、買物行くに

も車がないから行けないとか、そういうとき

には、自治体の中で循環するような車を手配

しなくてはいけないとか、そういうことはと

いうのは、本当に寄り添っていかないと言葉

として出てこないので、是非そういうことも

含めて、いざというときに対応できるような

体制を作っていただきたいと思います。 

  それと、ペットの同行避難もそうなのです

が、改めてこう見ていて、これ、どうなんだ

ろうなと思ったのが、重たいものを持ってい

けない場合については、安全な倉庫とか、駐

車場に備蓄をするというペットの例えば猫の

砂とか餌だとかということなのだけれども、

そんなことできる人というのは一体どれぐら

いいるのだろうなと。大きな家とか土地を持

っているという方ならば、そういうことはで

きるのだけれども、そういう方の家というの

は、耐震化も進んでいるだろうし、なかなか

そういう現実性というのはどうなのかなと。

災害時に避難所に避難をして、ペットを連れ

て避難をするような方というのは、賃貸マン

ションとか戸建ての避難しなければいけない

ような住宅に住んでいるわけだから、ちょっ

と現実性とかけ離れているのかなと思ったの

ですけれども、それについてはどうでしょう

か。 

○災害対策課長 災害時のペットに必要なもの

については、飼い主の方々の責任で御準備い

ただきたいといったような趣旨で、そういっ

た形にさせていただいているところでござい

ます。 

  現在、実際被災されて、避難所に来られた

場合というのは、いろいろなところからそう

いったペットの用品が実際には支援として届

く場合がかなり多いようなのですね。それを

頼みにするわけではありませんけれども、そ

ういったことも含めて、基本的には、飼い主

様の方の備蓄にお願いをしたいといったとこ
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ろが区の姿勢でございます。 

○はたの昭彦委員 今いろいろなところから支

援物資も来るということも言われていたので、

区が物資提供の災害協定を結んでいるスーパ

ーマーケットなどでもかなりペット用品など

を置いてありますので、そういうところにも

是非物品提供の品目の中に入れていただけれ

ばと思います。 

  それとあと水害時の避難者想定数のことな

のですけれども、２０１９年の台風１９号の

ときに、江東５区の★★に広域避難というこ

とだったので、その前は広域避難ということ

でやっていたのだけれども、台風１９号のと

きに、とても広域避難と言ってもあのときに

は、計画運休で電車が止まってしまうだとか

いろいろあって、なかなか現実的ではないと

いうことで、垂直避難というふうな方向にな

ったわけですよ。★★。それがまたこの関係

でいうと広域避難というふうに戻った理由と、

あと先ほど市川委員の方からも出ましたけれ

ども、足立区が水没しているときというのは、

葛飾区だとか江戸川区とか江東区もきっとみ

んな水没しているわけですよ。そういうとこ

ろも含めた広域避難となると、本当に足立区

だけで考えてはいけないわけですよ。台風１

９号のときは、東日本全部がもう駄目という

か被害を受けて、とても広域避難できるよう

な話ではなかったから垂直避難となって、ま

たここに戻ってきてしまった経緯と、今後台

風１９号のときの経験を生かした広域避難と

いうのはどういうふうに考えているのでしょ

うか。 

○災害対策課長 ここに戻ってきたという考え

方より、区としてはいろいろな考え方があっ

て、まずは在宅避難が一つある。垂直避難で

きる方は垂直避難する。あとはもう縁故等避

難で知り合いのところ逃げたり、あとは広域

避難で外にも逃げるところだと思うのですけ

れども、やはり足立区含めて、東京都の東部

の方というのは、どうしても同じような状況

になってしまうので、東京都の中でも西の方

に逃げる、広域避難をするという考えが一つ

あります。 

  東京都の方が今旗を振って、都内の大学で

あったりですとかいろいろな施設に協定を結

んで、そこに足立区の方も逃げていただける

ような、そんな仕組みを今進めているところ

でございます。 

○はたの昭彦委員 つい先週でしたか、台風１

２号でしたか、九州地方を襲ったという。直

前まで、熱帯低気圧だったのが上陸した途端

に台風になったということで、何か台風と熱

帯低気圧の違いは、風速が１８．５ｍか１９

ｍと何か微妙なところで、だけれども、そこ

の地域の住民がニュースでインタビュー受け

ていたときに、熱帯低気圧と言われていたか

ら、そんな大したことないだろうというふう

に思っていたというのですね。だから避難が

遅れてしまったということを言っていたので、

私も熱帯低気圧と台風の違いというのが、そ

こで初めて知って、ほとんど変わらないのだ

よという。だからそういうこともやはり区民

に知らせて、熱帯低気圧だからといって油断

しては駄目なのだということと、あと今は、

日本の近海で台風が発生して、もうすぐ日本

列島に到達してしまうのだということでいう

と、タイムラインと言っても、なかなかもう

今回は、前日熱帯低気圧からすぐに台風にな

ったわけですから、そうすると避難の時間的

な余裕、タイムラインと言ってもなかなかそ
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の時間的余裕が見通せない中での避難計画と

いうのを作っていかなくてはいけないと思う

のですけれども、それについては、どういう

ふうに考えればいいのでしょうか。 

○災害対策課長 確かに最近海水温が高くなっ

ている関係で、以前は、赤道の方で発生して、

じわじわ寄ってくるというパターンが多かっ

たのですが、最近かなりフィリピン沖とか、

日本の近海で発生する傾向が多くなってきて

いるというのは承知しているところでござい

ます。 

  それに合わせて、これまでの台風のタイム

ラインと、区では、線状降水帯に対応したす

ぐ動かなければいけないタイムラインという

のも併せて持っておりますので、急に発生し

て、すぐどうにかしなければならないという

ことになった場合には、線状降水帯のタイム

ラインを使って、区民の方々に御案内してい

くといったことも考えております。 

○はたの昭彦委員 いずれにしても、災害はい

つ起きるか分からない。今回は、もうこれは

水害時なのだけれども、地震も多いですし、

富士山の噴火も近いうちに来るのではないか

ということで言うと、何か２日ぐらいで東京

地方では１０ｃｍぐらい火山灰が積もるとい

うような想定も出ているということで、あら

ゆる災害に対して、やはり住民の命を最優先

に守っていくということを最優先にして、災

害の対策を今後もしっかりと立てていただき

たいと思いますので、要望して終わります。 

○伊藤のぶゆき委員 私もトイレで確認させて

ください。 

  足立区災害時のトイレ確保・管理計画の策

定なのですけれども、東京都が令和１２年ま

でに到達目標ということで、足立区は令和７

年度中に策定するということで、すごいいい

姿勢だなとは思いますけれども、これは、災

害時のトイレ確保というのは、水害時とは別

ですか。水害時もこれは一緒に考えるのです

か、同時ですか。 

○災害対策課長 基本的には、震災ベースで今

考えているところが主です。震災ベースです。 

○伊藤のぶゆき委員 これは、トイレは水害も

震災も多分必要になってくると思うのですけ

れども、水害時は一緒に考えない理由という

のは何でですか。 

○災害対策課長 水害時も当然考える必要があ

ると思います。水害だと恐らく震災のときよ

りも浸水してしまうので、より狭まってしま

うと思いますので、まずやはり震災時のとこ

ろまでベースで考えさせていただいた上で、

次のステップになってくるかなというふうに

は思っています。 

○伊藤のぶゆき委員 なるほど。ただ災害・水

害というのは、先ほどはたの委員が言ったよ

うにいつ起きるか分からないということです

ので、もう同時進行で考えた方がいいのでは

ないかとは思います。 

  あと、自己処理型のトイレについてですけ

れども、これ、約１万回というのは、何人の

方が使って、何日ぐらいもつぐらいのレベル

の回数なのですかね。 

○災害対策課長 基本的に大体大人の方で、１

日５回ぐらいトイレされるという形なので、

２００人だとそれが１０日分ですか。それぐ

らいの数だと思います。 

  ただ、避難所に来られるのは、多分もっと

数多いと思うので、１０日ではもたないのか

なというふうには思いますけれども、そんな

数字になっています。 
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 １６  

 

○伊藤のぶゆき委員 いろいろな質問があるの

で、私の方はこれで最後にしますけれども。 

  結局これを見ていると、今予算が付いてい

ないから補正予算９月で、契約締結が１１月、

試験導入が２月・３月と書いてあるのですけ

れども、最近足立区の方で、いろいろなとこ

ろを試験的に導入とか実証実験しますと話が

あると思うのですけれども、例えば交通の過

疎地域をどうにかした対象としてやらなくて

はいけないという実証実験は、少し日数がか

かっても仕方ないと思うのですけれども、こ

ういったものに関しては、結構喫緊の課題だ

と思うのですよ。予算が付いていないから組

めないですよと言われたら確かにそのとおり

なのですけれども、多分この補正予算を反対

する議員というのはあまりいないと思うので

すよね。だとするのであれば、せっかくもこ

の後情報連絡で、防災フェスティバルがＡ－

Ｆｅｓｔａと合切してやると書いてあるので

あれば、例えば実際そこで一番導入するのが

いいのかなと個人的には思うのですよね。 

  それで、簡易トイレに関しても、これを見

ていると、モビリティーを進展、上げると書

いてあるのですけれども、要は、多分トイレ

を要するに簡易トイレでするというイメージ

というのは、正直なことを言うと私もしたこ

とないです。ただ、最近年取ってくるとトイ

レが近くなってきているので、トイレの大切

さも最近重々感じるのですよ。そうなってく

ると、せっかく防災フェスティバルとＡ－Ｆ

ｅｓｔａがくっついていて、そこに人が集ま

ってくるわけですから、そこにおいて、更に

皆さんが見てきた中で、トイレというのは結

構汚くなってきて使えなくなってしまうので

すよという話あったではないですか。そうい

うところも、要するに、ここに機運醸成と書

いてあるのであれば、どこの災害地区とは言

わなくていいのですけれども、それこそ汚く

なったトイレ、災害用トイレの写真、どこと

は言わないですよ。それを張って、更にこれ

を置いて、それで、要するに災害が起きたと

きには本当に皆さんがきれいにトイレ、全員

がトイレ使ってくれるわけではないのですよ

と。だからなるべくトイレをきれいに使いま

しょうという意識付けと、そして、ノベルテ

ィーで簡易トイレを使ってみてくださいと。

そこに今度若い方たちや高齢の方が来たとき

に、そこにＱＲか何か載せて、使ってみた意

見はどうなのかと。要するにリアリティーで

物事を考えなくてはいけないと思うのですけ

れども。 

  これに関して、せっかくするのに、ちょっ

と時間が掛かり過ぎている気がするのですけ

れども、なかなか予算がない中で、今予定を

組んでいるから急にというのは難しいかもし

れないのですけれども、これ、是非この防災

フェスティバルと銘打って、Ａ－Ｆｅｓｔａ

とくっつけるのであれば、こんな大チャンス

はないと思うのですけれども、それについて

はいかが思いますか。 

○危機管理部長 今、伊藤委員おっしゃったこ

とは私も全くここの職場に来たとき同感でし

て、もっとリアリティーのある、何というの

ですかね、こんなに大変なことになるのだよ

というのを見せるべきではないかと。本当に

模型でも作って、あふれている模様を見せる

ぐらいでもやってもいいのではないかと。そ

れは職員に反対されましたけれども、それは

ちょっと置いておいて、今回のＡ－Ｆｅｓｔ

ａでは、実際に便器を用意して、そこに携帯
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 １７  

 

トイレをかぶせて、こうやって使うのだとい

うことが分かるようにしたいと思います。そ

れに併せて、今チラシも作っています。携帯

トイレの選び方、それから使うときにこうい

うところをポイントをしてください、それぞ

れ御家庭のトイレの大きさとかサイズとか形

違うので、それに合わせたやはり購入が必要

ですよねということだとか、そういったもの

を今作っています。ですので、Ａ－Ｆｅｓｔ

ａでは、集中的にそこのところトイレについ

ては、今、周知・啓発をやるようには考えて

います。ただ、申し訳ございません、この自

己処理型の方、これはちょっとどうしても予

算が付いてからだと納期が間に合わないと思

いますので、これについては申し訳ございま

せんけれども、今間に合わないという状況で

す。ただ言われたとおり、Ａ－Ｆｅｓｔａと

かそれからアリオでのイベントとかそういっ

たところで、これからは本当に食べることは

我慢できてもトイレは我慢できないので、そ

このところは、これからどんどん押していく

つもりです。 

○伊藤のぶゆき委員 最後にします。 

  本当に食べる我慢できてもトイレは我慢で

きないのですよ。私も本当つくづく感じてお

りますので、これは、皆様がしっかり考えて

いただければと思います。 

  私もいろいろな経験をしまして、我慢がで

きなくて大変だなと思いましたので。ただ、

この自己処理型に関しては、６月の委員会で

も多分話したと思うので、せっかくやるので

あれば、いかにその区民の方々にやはり本当

おっしゃったようにリアリティーだと思うの

ですよね。私もこんな偉そうなことしゃべっ

ていますけれども、実際これ、簡易トイレで

したことがないから、実際そこまでどういう

ふうな、例えば家でさっき言った固めるもの

もあるのでしょうけれどもやったことないか

ら、やはり実際家族でやってみないとなと。

やはり聞きながら思います。なので、さっき

パークイノベーション推進課長がおっしゃっ

ていましたけれども、どこかの公園に置いて、

そこを考えるというのももちろん大切だと思

うのですけれども、まずは、やはりやってみ

て、我々委員が変な話ちょっと失敗するとわ

ーわー言うから、皆さんもより堅実にという

考え方になってしまうと思うのですけれども、

策定もそうですけれども、まず策定してみて、

どんどん改定すればいい話だと思うので、な

かなか皆さんの立場も大変だと思いますけれ

ども、やはり区民の目線重視で考えたときよ

りリアリティーでより実感できることを、少

しぐらい汚い写真載せたら、やはり汚い、何

でこんなもの載せるのだという区民の声は聞

こえるかもしれないけれども、実際に本当に

震災が起きたときというのは、ではどちらが

大切なのだとなれば絶対そちらの方が大切だ

と思うので、ちょっと要望としては耳の痛い

ことを言っているかもしれませんけれども、

是非積極的にそういうふうな活動をしていっ

ていただきたいなと思いますので、これは要

望でお願いいたします。 

○工藤てつや委員 私の方から２４ページの

（仮称）足立区災害時のトイレ確保・管理計

画の策定について、端的に幾つか伺いたいと

思います。 

  まず項番２のところですね。（仮称）足立

区災害時のトイレ確保・管理計画の策定につ

いてということで、足立区においては、令和

７年度中に策定をするということで、先ほど
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 １８  

 

伊藤委員からもありましたけれども、非常に

スピード感があってよろしいのかなというふ

うに思っています。今年度中に足立区として

策定することになった根拠について、ちょっ

と改めて伺いたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○災害対策課長 根拠という答えになるかどう

かはちょっと分かりませんが、昨年度東京都

の方がトイレマスタープランを策定しており

ます。そのときにもそうなのですけれども、

やはり足立区としてどれだけ本当に使えるト

イレがあるのか、ないのか、どうなのだろう

と内部でも話をして、これはやはり早急に対

応すべき課題だろうというところがありまし

たので、東京都としては令和１０年までと言

っていますけれども、区としては、これはす

ぐ対応すべき問題だろうというところで、今

年度対応させていただいております。 

○危機管理部長 すみません。ちょっと補足な

のですけれども、今年度、トイレの担当係長

も実は付いているのです。ということで、令

和７年度足立区としては、災害用のトイレを、

スピード感を持って攻める、進めていくとい

うそういった覚悟で、今回このような形にさ

せていただいております。 

○工藤てつや委員 下町の地域というのは、足

立区と同じような状況かと思うのですけれど

も、墨東５区の地域ですとか、近隣の行政区

もやはり今年度中に策定するというような方

向性になっているのでしょうか。 

○災害対策課長 申し訳ございません。近隣区

の状況について、ちょっと把握してございま

せんので、申し訳ございません。 

○工藤てつや委員 是非ちょっと調べていただ

いて、改めて御報告いただければと思います。 

  それと、２５ページの項番３のところです

ね。足立区の災害時のトイレ空白エリアの考

え方についての方針案ということで、これを

見ますと足立区、常設トイレのくみ取り式と

代替水を利用するものというのは対象外と位

置付けているようなのですけれども、これは

もう足立区独自の考え方で今回判断をされた

のか。どういったものに基づいて、こういう

ふうにしたのかというのをちょっと改めて伺

いたいと思います。いかがでしょうか。 

○災害対策課長 まずこれは、東京都が何をも

ってこの災害時使えるトイレと考えているの

かというところからなりますけれども、東京

都から事前に調査が来て、足立区の中にトイ

レどういったものがどれだけありますかとい

うような情報をまず吸い上げて、東京都はそ

れを基に、足立区はこれだけ災害時使えるト

イレあるねという判断をしていただいたもの

が、２６ページのエリア図になってございま

す。 

  この中に、常設といういわゆる公園の公衆

トイレが東京都は使えるものだというふうに

して含まれています。ただ、これは、実際に

は、能登半島の仮設トイレではないですけれ

ども、やはり掃除とか清掃が行き届かないと

やはりすぐ使えなくなってしまいますし、東

京都は、どこからか水を持ってきて、じゃば

っと流せば使えるでしょうというふうに言っ

て、これが使えることになっているのですけ

れども、実際に本当にそのオペレーションが

できるのかどうかというと、甚だやはり疑問

があるといったところで我々考えましたので、

この部分は除外をさせていただく。これによ

って、当然足立区の空白エリア、東京都が算

定したよりも広くなってしまいますけれども、
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 １９  

 

それは、やはりより現実に即して考えるべき

だろうというところの判断でございます。 

○工藤てつや委員 今、災害対策課長からお話

があったように、これらを除外した場合とい

うのは、かなり空白地域が増えて、トイレの

確保、これから大変な状況になってくるので

はないかというふうに思うのですけれども。 

  ちなみに、どういった種類のものがこれか

ら増やしていかなくてはいけないと考えてい

るのか。ちょっとこちらの空白エリア把握後

の方針案というところもあると思うのですけ

れども、数値的なものですとか、そういった

ところも含めて、現時点で分かるようなもの

があればちょっと教えていただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

○副区長 トイレについては、増やしていくこ

とは非常に重要なのですけれども、そこを管

理する人がいないと結局さの委員から御質問

があったとおり、能登で１０基あったけれど

も２基しか使えなかったというのは、そこを

管理する人がいないということがやはりそこ

につながっております。 

  私どもとしては、今５２か所の公園にマン

ホールトイレを作ることにしているのですけ

れども、管工事組合の方に管理をお願いして

いるのですね。ですからそこを増やしていく

ということを今計画しているのですが、では、

そこを管理していく人をどうするのかという

セットで、いわゆるハードとソフトとセット

でやっていかないと、トイレ問題というのを

解決できないと思いますので、そこを併せて

やっていきたいと思います。 

  少なくとも、私どもが今一番押しているの

は、自分がやはり処理できるような形でトイ

レをお願いしたい。自宅でできるようにお願

いしたい。便袋とかそういうものを使ってや

っていくということを原則にお願いするのが

私たちの一番のまず一番近道かなと思ってい

ます。 

○工藤てつや委員 副区長ありがとうございま

す。分かりました。 

  やはりトイレの増設ということだけではな

くて、管理という視点でというのは大変重要

なことだと思うのですが、なかなか行政サイ

ドだけでは賄い切れないというか、このトイ

レの確保難しいところもあると思うのですが、

やはり民間との連携ですとかタイアップ、こ

ういったものも委託事業も含めて検討してい

く必要性があるのではないかと思うのですが、

この点については、今この時点で何か考えて

いることがあれば教えていただきたいと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 基本的にやはり便袋などを使

って御自宅等でやっていただくのがよろしい

のだろうというところは、副区長が御答弁申

し上げたところでございます。 

  それ以外に、やはりトイレとしてハードと

してやはり増やしていく必要があるといった

ところの考え方も一つございますので、そう

いった意味では、やはり仮設トイレを導入し

ていく必要があるのだろうというふうに思っ

ているのですけれども、やはりそこのところ

も、ただやはり仮設トイレを置くだけでは能

登と同じような状況になってしまいますので、

そこの清掃を含めたオペレーションをどうす

るのかといったところが課題かなというふう

に思っていますので、そういったところも含

めて、今検討しているところでございます。 

○鹿浜昭委員 私の方も何点かお伺いします。 

  ちょっと単純なことなのですけれども、消
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 ２０  

 

火器の購入補助の実施の件なのですけれども、

２年連続２３区ワーストワンという大変ちょ

っと不名誉な結果になってしまったというこ

とで、補助率と上限額が１０分の１０という

ことなのですけれども、これは購入してもら

って、何というのですかね、その費用はゼロ

ということになるのかなというふうに思うの

ですけれども。逆に単純な発想なのですけれ

ども、区で配布ということというのは考えな

かったのですか。何かこちらの方がどちらか

というとちょっと時間が掛かってしまうのか

なというふうに思いますし、皆さんに当然配

布していくというのであればその方が何かイ

ンパクトも強いのかなというふうに思ったの

ですけれども、いかがですか。 

○災害対応力強化担当課長 購入というのも少

し担当間では考えたことはございます。ただ、

持っている方、持っていない方いろいろいら

っしゃるということで、今回補助金という形

で、より持っていない人に購入してもらおう

という考えで進めることにしました。 

○鹿浜昭委員 いやいや、持っていない人に配

布するという考えがなかったのかなというふ

うに思うのですけれども。 

○危機管理部長 既に持っていらっしゃる方で、

この期限があるかと思うのです。そのサイク

ルにぴったり合う人が抽出がちょっとなかな

か難しいので、一律配るという方法ではなく、

御自宅に合った規模、それから年数、数、そ

ういったものを御自身で考えていただくとい

うことで、今回補助制度とさせていただきま

した。 

○鹿浜昭委員 それはそれでいいのかもしれな

いのだけれども、何かすごく手っ取り早いか

なと思って、区で配布しますということで。

当然無償で同じではないですか、金額的には。

もうちょっと考え、いいかと思うのですけれ

ども、そういう手もあるということをちょっ

と頭に入れて考えていただければありがたい

なというふうに思います。 

  それと、ペット同行避難ガイドラインなの

ですけれども、すごく思ったのが１４ページ

のところ辺りなのですけれども、基本的にケ

ージに入っていない場合は、体育館や教室の

外の飼育スペースの避難を想定しております

という区の考え方なのですけれども、例えば

ケージやキャリーバックが入っていなかった

ということであれば、もうそれは駄目ですよ

というようなことというのは、基本的にはで

きない話、受入れしなくてはならないという

何か決まりがあるのですか、これ。すぐ分か

りますか。 

○災害対策課長 受け入れなければならないと

いう決まりは特にはないのですけれども、や

はりペットを飼っていらっしゃる方にしてみ

れば家族同様ということもあるので、それを

御自宅に置いてきて、自分たちだけ避難する

ということはまずあり得ないみたいなことも

おっしゃっておりますし、一緒に来ざるを得

ない状況がおありなんだと思いますので、そ

れについては、避難所には来ていただけます

けれども、ただしちょっとこちらは、別の方

で外につないでの管理になりますといった形

で御理解いただきたいなというふうに思って

おります。 

○鹿浜昭委員 ただ、だからそこでケージとか、

要はキャリーバックがなかったら受け入れら

れませんという、何か一つずつそういう明確

化するということが大切かなと私は思うので

す。抱っこしているのならいいよとか何とか
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とか、すごくちょっとその辺が曖昧なのだよ

ね。事前にもうそれは例えば区で公表して、

もうそういう入れ物、キャリーバック等に入

っていなかったら受け入れられませんという

ことを明確に訴えておけば事前にペット飼っ

ている人たちも準備してもらえると思うので

すよ。その発想をやはり持っておいた方がい

いかなというふうに思うので、是非それは、

検討していただければありがたいなというふ

うに思います。 

  それと、水害時避難者想定数の件なのです

けれども、今、区内受入れ６万８，０００人

ということになると、７０万人で１割弱の受

入れになってしまうのですけれども、これは、

コロナ禍前だと当時コロナになってから１人

当たり４平米なったよね。その前というのは

０．８平米だったのだよね、コロナ禍前は。

そのとき足立区は、３０万人受け入れられま

すよということで、コロナ禍になったときに、

いきなり６万人になってしまって、２４万人

減ってしまったのですよね。その辺は記憶が

ありますよね。 

○災害対策課長 コロナの関係で、面積を大き

くしたり小さくしたりで、人数が大きく変わ

ったことは承知しております。 

○鹿浜昭委員 その後これは全然変わっていな

いのですか、受入れ人数。今コロナ、そうい

った意味でも、どちらかというと、今マスク

している人も少なくなっているし、避難受入

れ人数変更というのはないのですか。 

○災害対策課長 現状では１．６５人で考えて

いるところでございます。 

  今後東京都の方も含めて、避難所の運営の

ガイドラインを出していますので、これにつ

いては、水害基準を基にというふうに言われ

ておりますので、今後は、そこをベースに考

えていくことになると思うのですが、やはり

発災直後にすぐスフィア基準を満たすという

のは、これはちょっと現実的にはないので、

一定程度やはり日数がたっていく中で、必要

な基準を満たせるようにという形で、我々は

整えていく必要があるかなと思っています。 

○鹿浜昭委員 １．６５人というと６万８，０

００人だと少ないと思うのですよ。前回４平

米で６万人というのは、区役所の方から私ち

ょっと報告受けているのだよね。恐らくこれ

はデータを見れば分かると思うのだけれども、

そのときに２４万人減ったと言って、えーと

いうことで、何かその辺の今１．６５人とい

うともっと恐らく数字が上がると思うし、ち

ょっとその辺は、あとで教えていただければ

と思います。 

  この在宅避難者数３７万人というのは、こ

れは、例えば戸建ての自宅は２階以上の方と

か、集合住宅住んでいる人も２階以上の方と

か、そういうような形で、これは算出してい

るのですか。 

○災害対策課長 おっしゃるとおり、自宅が浸

水しない、一定程度で切らせていただいて、

それ以下で浸水してしまう方は当然自宅にい

られないし、それ以上で自宅にいられる方は、

在宅避難できるという形で計算しております。 

○鹿浜昭委員 そういうふうな計算の中で１２

万２，０００人ということになってしまうと、

足立区の今の避難行動の要支援者が既にもう

２万４，０００人いるかなというふうに思う

のですよね。これだけの方が今避難できない

ということになると、やはり今の状況下で、

報告を区民の皆さんにある程度知らせなくて

はいけないというふうに思うのですよ。今こ
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ういう形で、避難は自宅避難、また、広域避

難というのは基本的にさっき、はたの委員も

言っていたけれども、足立区から避難すると

言ってもどこへ逃げるのかと言ってもできる

ところないのですよね。だから、前回の台風

のときも、江戸川区長でしたか、こんなこと

言ったら悪いけれども、江戸川から逃げてく

ださいと言っても逃げようがなかったわけで

ね。そういうのが現実に起こりかねないとい

うことで、やはりそういった面で、その辺も

本当にしっかりともうちょっと報告していた

だきたいなというふうに思うし、次のページ

で、江東５区における水害避難に関する住民

調査の結果というのも、これ、平成２９年２

月実施を参照値にしているということも書い

てあるのですけれども、こういうちょっと古

いデータ過ぎるのかなというふうに思うし、

ちょっとその辺も早く、早急に見直していた

だければありがたいなというふうにも思って

おります。 

  それと、ちなみに後でちょっと質問しよう

かなと思っているのですけれども、能登半島

に視察行かれたということなのですけれども、

使われた車両はパジェロではないですよね。 

○危機管理部長 パジェロの件では大変不手際

がございまして、申し訳ございませんでした。

これは、新幹線で行って、現地で車借りまし

たので、レンタカー借りましたので大丈夫で

す。 

○鹿浜昭委員 分かりました。以上です。 

○長谷川たかこ委員 トイレについて、いろい

ろ各委員から議論がありましたけれども、私

も思うところがありまして、これだけかも新

設されたということで、喫緊の課題なわけで

すから、まずは、その広報に大きく周知して

いただくということ、区民に周知していただ

くことも大切ですし、一番は、例えば小さい

お子さんとか子育て中の御家庭、だから幼稚

園、保育園、小・中学校に通う保護者に対し

て、幼稚園、保育園それから小・中学校とい

う教育機関から、このような内容をしっかり

と訴えかけて意識を高めていくということが

一番効果的だと思うのです。子どもたちの教

育という部分にも盛り込むということも必要

だと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 周知の部分が重要だというこ

とは私どもも同じ認識でございます。 

  今年度トイレ計画を策定させていただく予

定ことでございますので、そのトイレ計画の

周知という形で、低年齢の方々も含めて、ど

ういった形で周知ができるかというところは、

我々検討させていきたいというふうに思いま

す。 

○長谷川たかこ委員 子どもたちからしっかり

と認識させていくというのが効果的だと思う

のは、やはり子どもたちが親に対して促して

いったりもするわけですよね。お父さん、お

母さんこここうだよねと、こういうふうにし

なくては駄目だよねと、そういう声掛けがど

んどん広がって、大きく周知につながってい

くと思うので、是非そういう教育委員会の方

からのてこ入れもお願いしたいと思います。 

  あと、それと同時にその携帯トイレについ

ても、各教育委員会から試供品を配って、御

家庭で１家庭１個配布して、是非試してみて

くださいと。こういう状況のときには、各御

家庭でそういうふん尿とか処理していただく

のが一番ベストなのですよというような周知

の仕方もよいかと思いますけれども、いかが

でしょうか。 
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○災害対策課長 今、携帯トイレにつきまして

は、様々なイベントだったりですとか防災講

演会とか、そういったところで試供品を配ら

せていただいているところでございます。 

  学校を通じて配布ができるのかどうかとこ

ろについては、ちょっと今後の検討の課題か

なというふうに思っています。 

○長谷川たかこ委員 イベントとかですと、や

はり意識の高い人だけに配られるという形に

なってしまうので、やはり教育委員会を通じ

て、各小・中学校とかあと幼稚園、保育園の

御家庭、通っている御家庭にも配るというふ

うにした方がより早く周知できると思うので、

前向きに検討をお願いいたします。 

  あと、伊藤委員の方から、やはりなかなか

皆さん、汚くなった状況がイメージ付きにく

い。確かに私も思うところで、そういうのを

見たことがない人というのは、イメージしな

いから例えばそのトイレの管理とかも誰かや

ってくれるのでしょう、責任者がいるからい

いよという感じで、みんな何か意識が行かな

いと思うのですよね。だからそういうところ

もイラストでいいと思うので、何も写真だと

ちょっととても汚いので、イラストでいいと

思うので、イラストでこんな感じになります

よとかというのを区民の皆様に周知していく。

それも教育委員会を通じて周知していくとか、

そういうふうにしていくと一気に広がると思

いますけれども、いかがでしょうか。 

○災害対応力強化担当課長 すみません。Ａ－

Ｆｅｓｔａの防災フェスティバルのところで、

汚いトイレの写真のパネルを出す予定でござ

います。 

○長谷川たかこ委員 それはすごい第一歩でい

いと思います。 

  あと、やはり区民まつりとかＡ－Ｆｅｓｔ

ａとか、そういうイベントとかに来られる人

というのは、限られてくると思うのです。や

はり御家庭の事情で介護があったりとか、子

どもがまだ小さくて、乳飲み子だから行けな

いとか、御自身がちょっと体調を崩してとか

という方々も大多数いらっしゃるので、そう

いう方々に訴えかけるために、あの手この手

の手法でやっていく。だからそのＡ－Ｆｅｓ

ｔａもいいですし、広報もいいですし、一番

は、私は教育委員会を動かして、そこからし

っかりと教育というところから、ボトムアッ

プで広がりを持たせていくというのもいいと

思うので、是非御検討をお願いいたします。 

  あと他自治体との連携というところで、茨

城県の守谷市、守谷市というのは、つくばエ

クスプレス沿線上で近いのですよね。私よく

流山市も行くのですけれども、流山市も結構

敷地広いですし、ちょっと行くと守谷市もそ

うですけれども、あとつくば市には、私結構

子どもと一緒に遊びに行ったりすると、あそ

こは、つくばのエキスポとかもあるのですけ

れども、すごく駅前とかも広大な敷地で、筑

波大学もあったりして、敷地面積が使えると

ころがたくさんあると思うのです。ですから、

まずは、つくばエクスプレスの沿線上の千葉

県とか埼玉県とか、それからあと茨城県。だ

から、そうですね、六町、八潮ですよね。八

潮から先の埼玉県から千葉県流山市一帯とか、

ちょっと先行くと守谷市。もっと先行くとつ

くば市と連携して、提携できるところたくさ

んあると思うので、つくばエクスプレスの沿

線上で、区民の皆さんが行きやすい本当に実

際に足を運べる距離間の自治体と提携を結ぶ

のが私は実効性を持つ連携だと思うのですけ
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れども、いかがお考えでしょうか。 

○災害対策課長 区民の方々が行きやすいとこ

ろで実効性のある避難先をということは、こ

れは、長谷川委員御指摘のとおりかというふ

うに認識しております。 

  今回、たまたまといいますか守谷市とちょ

っとつながりがあったものですので、今回お

話を今進めさせていただいているところでご

ざいますので、今後機会を捉えて、ＴＸ沿線

の他自治体のところも、我々の方で協議検討

していきたいというふうに思います。 

○長谷川たかこ委員 そうすると、去年かおと

としに、流山市のおおたかの森中学校に、教

育長はじめ、執行機関の皆さんが十五、六人

ぐらい皆さんで視察に行ってくださったので

す。議会で視察に是非行ってくださいという

私がお願いしましたら、★★教育長をはじめ

皆さんで視察に流山市とかに行かれて、当時

教育長ともいろいろと懇談とかもされている

ので、流山市とも縁があるので、是非流山と

かそういうところとも連携結んでいただきた

いなと思いますけれども、いかがですか。 

○災害対策課長 全て排除するものでは当然ご

ざいませんので、可能性のあるところにつき

まして、我々として検討していきたいという

ふうに考えております。 

○長谷川たかこ委員 流山市も是非声掛けてみ

てください。 

  それと、ホテルの助成制度の創設なのです

が、私もこれすごく必要だと思っていて、や

はりお金の部分で、皆さん足踏みしてしまっ

て、どうしようとなる方々が多いと思うので

すね。足立区でもこういう助成を付けるべき

だと思うのですけれども、区としてどれぐら

いの割合で今考えていらっしゃるのでしょう

か。 

○災害対策課長 割合とおっしゃいますと、金

額につきましては、これも今後検討の必要が

あると思うのですけれども、ただ、ベースに

なるには、やはり江戸川区でやっている３，

０００円が基本的なベースかなというふうに

は思うのですけれども、実際にどれぐらいの

数の方が利用される想定なのかとか、区民の

数にもよりますし、何日間を想定するのかと

いったそういったいろいろなシミュレーショ

ンがあって、予算規模これぐらいだから幾ら

ぐらいかなという形になってこようかと思い

ますので、この金額については、今後の検討

課題かなというふうに思っております。 

○長谷川たかこ委員 先進的にやっている他自

治体、是非参考にしながら建設的に御検討を

お願いしたいと思います。ありがとうござい

ます。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

私も何点か、まずはやはりトイレの話がすご

く大事だなと。 

  先週ぐらいに私も息子が２人いるのですが、

多分胃腸炎、先ほど１日５回と言っていまし

たけれども、多分それの３倍ぐらい２人とも

トイレに行っていたような気がします。なの

で、さっきの佐々木委員のアセスメントでは

ないですけれども、そういったところにも関

係してくるのだなというふうには聞いていて

思いました。 

  それで、この災害・オウム、本当一番リア

リズムを持って、★★に有事をずっと想定し

ていなければいけないところだと思うのです

が、仮設トイレの１０基中２基しか使えなか

った。これよく分かる。使えない、汚いから。

でも、人間というのは我慢できないではない
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ですか。といういことは、使えない環境の中

で、皆さん別に排せつをやめたわけではない

と思うのですね。そういったところを聞いて

こなくてはいけないと思うのですが、その辺

というのは、どういうふうに区は捉えていま

すか。実際問題というのがあるのですけれど

も。 

○危機管理部長 実際には、自分たちで作った

便袋、携帯トイレこういったものを使ったり

だとかというふうには聞いてまいりました。

だからやはり仮設のトイレが使えなくなる、

公園のトイレも使えなくなる。多分水が詰ま

るとなったときには、やはりもう自分で携帯

トイレでやるしかないのではないかなと。そ

のためのルールづくりというのも併せて考え

ないといけない。 

  例えば個室が全部そんな状態では、個室に

こうやってかぶせてできないわけなので、そ

の辺もちゃんとルールを作らないといけない

というふうに考えております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

そこをすごい大事だと思っていて、実際そう

なってしまうよねというのがあると思うので

すよ。想定はしていても、想定を上回るとい

うふうに思いますので、しっかりしていただ

きたいのと、前回も言わせていただいたので

すが、今の関連して、出口の出口ですよね。

自宅避難推進して、仮設トイレで、やはり皆

さんが１回トイレをやったら袋ができますと。

今のさっきの成人男性が１日５回だとしても、

その分の何個分トイレ、袋が出るのかと。そ

の袋出た場合、それをずっと自宅にはまず置

いておくことはできないですよね。というこ

とは回収しなくてはいけないです。その回収

をどうするかまでを考えなくてはいけないと

思うのですが、今現状どうでしょうか。 

○危機管理部長 災害時には、清掃一部事務組

合の方では、回収はしてくださるというふう

に今話にはなっているみたいなのですね。た

だ、今までも、し尿の処理と燃えるごみとの

線引きをきちんと取っていたみたいで、なか

なか集めて燃やしますとは言えないみたいで、

今のところ回収はしてくれるという話までは

できるというふうに聞いておりますが、実際

問題どうなるかというのは、ちょっと災害起

きてみて、どういう判断されるかというのは

ちょっと分からないと思います。 

○加地まさなお委員 分かりました。でも、そ

れは災害が起きることを想定しているので、

どうなるか分からないというところでは、実

際にどれぐらいの量になるかも分からないで

すし、何日間があるかも分からない。では、

実際も受入れ先がもうできないよと、処理で

きないから受け入れないよということにも今

の答えだとなりかねないのですね。そこをし

っかり今詰めていく必要があると思うのです

けれども、どうでしょうか。 

○危機管理部長 これは、もう危機管理部だけ

のまだではなく、全区の中の全部の組織もそ

うですし、２３区一部清掃事務組合でやって

いる話ですから、これは２３区共通の課題と

いうことで、この後、こういった場に提言し

ていきたいというふうに思っております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

要望させていただきます。 

  それと同時に、先ほどのマンホールトイレ

の話だったのですが、これは、災害時を想定

して５２か所を設置するのか、水害時も含め

てなのかというのを聞かせください。 

○災害対策課長 基本的に水害時でも浸水して
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使えなくならなければ当然使えますけれども、

基本的には、震災ベースで５２か所というふ

うには考えています。 

○加地まさなお委員 これ、すごく大事だと聞

いていて思ったのが、災害時を今想定してい

るのはよく分かるのですけれども、足立区は、

四方河川、川に囲まれていて、水害の危険性

が大きいわけではないですか。ということは、

水害時を想定して、どちらを、これは優先順

位ではないですけれども、想定はどちらの割

合が大きいのかを考えるすごく大事なことだ

と思うのですね。水害時では使えなくなると

先ほどもおっしゃられていて、マンホールト

イレもそうですよね。水害になったら使えな

い場所もあるだろう。これは、もう１回考え

直さないと、水害時を想定してもトイレ問題

も解決できるというぐらいにレベルを上げて

おかないと駄目なのではないかなと聞いてい

て思ったのですが、いかがでしょうか。 

○副区長 基本スタートは、やはり震災時の対

応ということでスタートしています、基本は。

ただ足立区は、水害のリスクが非常に高いと

いうことで、水害を考えてということは、加

地委員のおっしゃったとおり想定をして、更

に対策を取っていかなくてはいけない。ただ、

今年度から実施しますマンションへの簡易ト

イレと水の補助助成については、やはりそこ

を意識して、水害時でもそこにいていただけ

るようにということで考えています。戸建て

の方もやはり何らかの対応する必要があると

思いますので、それについては、ちょっと次

の課題として対応していければと思っていま

す。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

多分皆さん自宅避難をなるべくしようと思う

ような気がするのですよね。問題がなくて、

震災時も水害時もそうですけれども、そこに

区としても、してほしいという形になってい

くと思いますので、まず、正に個別の戸宅で

すよね。各住宅にも適用できるような考え方

でいかないと、多分それをやっていても実際

どうなるか分からないというのが災害なのか

なというふうに思いますので、そこを要望さ

せていただきます。 

  それと同時に、災害時の備蓄ですよね。こ

れは、レイアウトも変えて、常に訓練もされ

ているというのは分かったのですが、これは、

輸送時の訓練もされているというふうに、こ

の資料を見ると、訓練、物品の輸送というふ

うに書いてあるのですが、これは、もう全て

基本的には陸路で災害時ということでしょう

か。 

○災害対策課長 おっしゃるとおり基本的には、

陸路、災害時を想定している形になります。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

今の話に関連しますが、水害時ももちろん考

えなくてはいけないという場合に、陸路のみ

だと多分使えなくて、運べなくなる可能性、

あとはもう迂回せざるを得ないとか、実際行

けない可能性も全部含めて、物資は届けなく

てはいけないと思いますので、そこまでを見

なければいけないというところで、私は、委

員会とかで質問、常に言わせていただいてい

るドローンですよね。足立区は、今回もフェ

スタでもドローンやる、そして、足立区ドロ

ーンの力の入れ方はすごいいいと思うのです

ね。ほかの自治体にも、これは、足立区に見

に行きたいというふうにも実際言われている

ので、大型ドローンのことというのはお願い

をしていたのですが、今現状検討されている
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のかどうかお聞かせください。 

○都市建設課長 大型ドローンを飛ばすには、

資格が必要になっておりまして、例えば２５

キロ以上のものを運搬するとなる資格が必要

になっております。今、区の職員が取れる資

格を目指しておりまして、今日現在たしか四、

五名その資格を取れている状況でございます。 

○加地まさなお委員 ということは・・・大型。 

○都市建設課長 ドローンに関しましては、今

区が持っているものは、物流を運搬するドロ

ーンに特化したものはちょっと持っていなく

て、ただ、今後区として持つということでは

なくて、例えば大型ドローンを持っている企

業とかと例えば災害協定とかを結ばせていた

だいて、災害時のときに例えば貸していただ

くとか、そういうことは今後検討していきた

いなとは考えております。 

○副区長 １機やはり三、四百万円するわけで

すね。それを災害時だけの利用で購入するの

かと言われると、それはちょっと財政とも相

談をしなければいけなくなってきます。そう

すると、企業が持っているものを借りるとか、

委託するとかという考え方もありますので、

そういったことも含めて、ドローンの活用を

していきたいということです。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

もうこれから全てに対してドローンの時代に

入ると思いますので、是非私は１機でも試験

導入するべきかなというふうに思いますので、

要望させていただきます。 

  あと、ペット同行避難ガイドです。質問さ

せていただきます。 

  基本的には、よくできているなというふう

に思ったのですが、先ほど鹿浜委員がおっし

ゃっていたように、ルールですよね。受入れ

の厳格化というのは必要かなというふうに思

います。例えば責任の範囲ですよね。そうい

ったところも、今現状を見ていると、区は請

け負いませんよというふうに私には見えるの

ですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 基本的にやはり避難所の運営

に当たるのは、地域の皆様方が実際中心にな

るだろうというふうに思っています。地域の

皆様方が現場で困らないようにという形で、

今回ガイドラインを整備してございますし、

区の責任につきましても、基本的にはやはり

飼い主様の方の責任というのは、ちょっと言

葉が強くなってしまいますけれども、それが

基本的な考え方かなというふうには考えてい

ます。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

私もその方向でいいと思っています。ですが、

やはりペット飼われている方は家族同然なの

で、それに対しての相談窓口みたいのという

のは、一定期間作る必要があるのではないか

なというふうに思います。 

  それで、それも他自治体の事例を見ると、

世田谷区などは、その責任範囲を住民向けに

Ｑ＆Ａという形で、丁寧に説明して理解を得

ているというふうに書いてありました。 

  なので、そういった形で、実際には自己判

断で自己責任ですよというふうにはしながら

も、しっかりと相談を乗れる環境を作るとい

うのが必要なのではないかなというふうに思

うのですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 避難所としてペットを受け入

れる体制は当然整えるべきだというふうに考

えておりますが、そこを実際に連れてくるの

かどうかといったところの判断も含めて、飼

い主の方がしっかり判断できるようなそうい
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った相談体制というのも重要かなというふう

に思いましたので、そういったところは検討

させていただきたいと思います。 

○加地まさなお委員 是非要望させていただき

ます。 

  それと同時に、今外で飼われているペット

というのは、あまりいないような気がする。

昔に比べて少ないような気がするのですよ。

避難所に行って、ケージに入れてきて、屋外

ですよいう状況で、何日いるのかとなったと

きに今ペットも人間と同等で考えるべきかな

というふうに思っています。 

  その中で、暑熱とか基準というのがあると

いうのをちょっと調べていて分かりまして、

ＷＢＧＴという暑さ指数というものなのです

けれども、Ｗｅｔ Ｂｕｌｂ Ｇｌｏｂｅ Ｔｅ

ｍｐｅｒａｔｕｒｅという気温・湿度・輻射

熱、地面からの熱と風速、それを総合的に評

価した指標でＷＢＧＴと言うみたいなのです

が、これは、やはり環境省とか基準には一定

しているみたいなのですね。なので、これと

同時に、気温、★★というそういう基準があ

ります。何度以上になったら熱中症になって

しまいますよとか、逆に、５℃ぐらいになっ

たら、今度寒さ対策を必要ですよというのが

基準があるみたいなので、私は、これを取り

入れて、その基準でやりなさいということで

はなくて、一応こういう基準がありますとい

うのを区の方では提示をして、これでもいい

ですかと、こういうふうになりますよと、そ

れでも避難しますかというのを問われている

方にちゃんと示さなくてはいけないのではな

いかというふうに思っているのですけれども、

いかがでしょうか。 

○災害対策課長 区民の皆様方に避難所の現実

を知っていただいて、在宅避難をできるだけ

選んでいただくというところを重要だと思っ

ております。それと同様に、ペットについて

も避難所に来ると、こういった状況になるの

ですよといったところをしっかりと丁寧に御

説明した上で、それでもというふうに御理解

をいただいて、連れていっていただければあ

まりトラブルも起こらないのかなというふう

に思いますので、事前の情報提供は必要かな

というふうに思います。 

  今、加地委員から御発言あったところも含

めて、区民の方々にお届けできるような形を

ちょっと検討したいと思います。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

これ国基準だと環境省の指針ですね。人間向

けですけれども、２８℃以上は厳重警戒、３

１℃以上は運動中止とか屋外活動を避けると

か、そういったものがあります。これは、横

浜市とか大阪市は、ペットガイドラインに暑

さ対策・熱中症予防というのを記載していま

す。これは丁寧かなというふうに思います。

やはり皆さんエビデンス求めますので、一定

の基準が欲しいのではないかと。それで図れ

るところは図っていただいて、それを基準に

していただくと。数字自体明確にガイドライ

ン載せているというところは今ありません。

今回足立区もせっかくガイドライン作るので、

ほかがやっていないところまで一定踏み込め

ば、実効性とか、先進性というのもほかの区

の見本にもなれるのではないかなというふう

に思いますので、その辺も是非調べていただ

いて、ガイドラインに取り入れていただきた

いとは思いますが、最後いかがでしょうか。 

○副区長 ペットについて、やはり疑問なとこ

ろが非常に多いと思います。加地委員からも
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そうですし、ほかの一般の方からも。そうい

った意味で、今回ガイドライン作りますので、

それに合わせて、具体的なこういうときには

こうする、こういうときにこうするというよ

うな形のものを分かりやすく、一緒にそのと

きに作れればなというふうに思っています。 

○加地まさなお委員 すみません、最後に言う

のを忘れていました。 

  これで基準ができて、ガイドラインができ

ても、それはあくまでガイドラインでやらな

ければ分からないというところがありますの

で、避難訓練をしているのと同時に、このガ

イドラインができたら、年に１回でもいいの

で、やはりこのペット避難訓練、ペットを連

れての避難訓練というのを想定してやるべき

だと思うのですが、それを聞かせていただけ

ればと思います。 

○災害対策課長 現状の訓練の中でも実際にペ

ットは連れてこないまでも、ここがペットの

避難教室になるよねといった想定での訓練は

実際やっていただいておりますけれども、そ

ういった実際に、ワンちゃん、猫ちゃん連れ

てきての訓練というのもやはり年に１回、ど

こか数少ない避難所になってしまうかもしれ

ませんが、そういった形でできるようにとい

うのは、進めていきたいというふうに思いま

す。 

○加地まさなお委員 要望させていただきます。 

  以上です。 

○長谷川たかこ委員 今の話を聞いていて思っ

たのですけれども、ガイドラインありきでは

なくて、ある程度の緩やかさというか、臨機

応変さというのが必要だと思うのです。ここ

に書いてあるから、こうですよと言われてし

まうと、皆さん額面どおりに避難所運営して

いる方々が捉えてしまって、こう書いてある

のだから駄目でしょうとかと言われても、自

宅で避難できない、自宅にいられないから避

難所に来られていて、ケージとかもやはりあ

るかないかとかも、その時々の状況で各御家

庭でケージ用意していたけれども持ってこら

れないような状況でこの状態で来てしまいま

した、抱えてきてしまいましたという方もい

らっしゃる方に対して、あなた、ここに書い

てあるのだから駄目でしょうなんて額面どお

りに言われたら、避難する場所がないという

ことだってあるわけなので、そこら辺はきち

んと、そういう緩やかな中での方針ですよと

いうことは、しっかりとお示しなさらないと、

本当に災害時にケージも何もない状態で抱え

て助けてくださいと言った方に対して、あな

た、ここに書いてあるケージないから駄目じ

ゃないのとか、あと例えば、この場所で用意

していますよ、だけれども直射日光当たって

気温が上がっていて危ないというような状況

のときには、ちょっと日陰が入るここら辺に

移動させましょうねとか、そういう何か優し

さ、思いやり、配慮というのが必要だと思う

のですね。いかがでしょうか。 

○災害対策課長 災害時には、やはり当然平常

時では想定できないような状況が起きて、そ

のときそのときで臨機応変に考えなくてはい

けない場面が出てくるというふうには考えま

す。とは言いましても、先ほど御答弁申し上

げたように、地域の方が運営する上で、困ら

ないようにという形の一定の指針という形で

今回ガイドラインを設けさせていただいてお

りますので、基本は、やはりこのガイドライ

ンにのっとった形での運営が基本なのかなと

いうふうには思います。思いますけれども、
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やはりそこは現実に即して、人道的にといい

ますか考えて対応が必要な部分というのは、

やはり現場で対応する必要あるのかなという

ふうに思います。 

○長谷川たかこ委員 そうですね。人道的な配

慮というところがきちんと機能するような形

で、是非区として示していただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○はたの昭彦委員 私は、議論を聞いていて、

１点だけ確認したいのですけれども、今回ガ

イドライン作った背景というのは、この間の

能登半島地震だとかいろいろな地震のときに、

ペットがいることによって、避難所に行くこ

とをためらってしまう、そのことによって、

災害関連死が広がっていったという実態があ

ったら、そこを何とかなくしていこう、減ら

していこうということで、一定のルールの下

にペットを連れて同行避難ができる、そのた

めに、避難所を運営する人たちがいろいろな

無理なことを言われても困るので、それは最

低のルールを作っていきましょうということ

で作り始めたということがまず大前提だと思

うのですけれども、要は、災害関連死をなく

す、そのためにペットがいると避難できない

という思いを減らしていこうということが基

本だと思うのですが、そこで確認させてくだ

さい。 

○災害対策課長 災害関連死防ぐというのは、

我々が最も大きいところで掲げているところ

でございます。それの目的には当然間違いは

ございません。 

  台風１９号のとき避難所を開けたときに、

ある避難所ではペットオーケーだったけれど

も、こちらでは駄目だったみたいなところが

現場判断になってしまったというところもあ

ったので、やはり区として、そこのところは

しっかりとガイドラインを設けて、方針を定

めていきたいといったところがスタートでご

ざいます。 

 

           ◇            

 

○水野あゆみ委員長 では次に、その他に移り

ます。 

  何かございますか。 

○市川おさと委員 危機管理部で保有している

車両の車検切りについてという報告がござい

ました。 

  これは、車検切れの車を公道で走るという

のは、道路運送車両法違反という形になるわ

けですけれども、特にこの足立区役所は、令

和３年度に同じ事例があったと。今回また同

じ車検切れの車を走らせていたということな

のですよね。４７日間車検が切れたまま使用

していたと。今各自治体などでも、車の車検

切れというのがしょっちゅう実はニュースに

なっていて、中には、県警のパトカーも車検

切れでしばらく走っていたなんて、ちょっと

びっくりするような事案もあるのですけれど

も、これ、結構ディーラーとか何かから案内

が来ると思うのだよね。にもかかわらず２回

も繰り返したということというのは、ちょっ

とどういうことなのかということを詳しく教

えてもらいますか。 

○災害対策課長 度重なる不手際といいますか

大変申し訳ございません。区の信頼を損なう

事案であるというふうに重く認識しておりま

す。 

  初回といいますか、令和３年度のときなの

ですけれども、こちらは、新規で購入したと
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きだったのですね。新規で購入したときとい

うのは、当初、基本的には車検３年というの

が我々の常識かと思うのですけれども、こち

らについては、そうではなくて、特殊車両み

たいな取扱いになっているので、２年しか車

検がもたないというということでした。そう

いったこともあって、車検切れを起こしてお

ります。これにつきましても、ディーラーか

らの案内とかもございませんので、私どもで

判断をしなければいけなかったという状況で

ございました。 

  今回につきましても、３年間というところ

だったのですけれども、こちらはもう２年間

というところは分かっていたのですけれども、

これもディーラーからの案内とかもございま

せんし、前回車検をやったところの事業者な

どからの案内も特段なかったので、我々とし

て認識をしておかなければならなかったと。

そういったような状況でございました。 

○市川おさと委員 要するに車検切れの車を１

回走らせて、まだもう走らせてしまったとい

うことですね。率直な私の思いを言うと、非

常にお粗末だなと。非常にお粗末だなという

思いを持っております。 

  この再発防止策ということで、車検時期の

表示をすると。ハンドル上部や助手席ダッシ

ュボードにテプラ等で表示する、運転日誌表

紙に目立つように表示するとかとあるのです

けれども、やはりこの管理している車両がい

つ車検が来るかというのは、これは一元的に

はっきり言って管理職ですよ。課長なり係長

なりがちゃんと把握をして、日程を決めるべ

きなのかなと。 

  私なんかも個人で自分で車持っていますけ

れども、個人だったら僕だったらグーグルカ

レンダーにあらかじめ入れておいて処理して

いるのだけれども、連絡来るけれども、この

ぐらいに車検が来るから１週間ぐらい車使わ

ない時期を作らなくてはいけないなというこ

とで、やっているわけですよ。そうしたこと

が足立区の公用車では、２回にわたって繰り

返されたということ。このことについて、率

直な思いというのは副区長いかがですか。 

○副区長 ２回も同じようなことになって、本

当に申し訳ございません。あってはならない

ことというふうに私も思っております。 

  それで、今再発防止策ということで、そこ

に記載しておりますけれども、入札のとき、

これは入札で買っているものですから、必ず

しもディーラーから買っているわけでもない

のですね。ですから、リースにするとか、デ

ィーラーのみの入札にするとか、何かそうい

ったこともちょっと工夫をさせていただいて、

ほかの車、リースというのは結構多いのです

ね。そういった両面から対応をしていくよう

にしたいと思っています。 

○市川おさと委員 自分が持っている車、管理

している車がいつ車検が来るかなんていうの

は、今副区長いろいろおっしゃいましたけれ

ども、かなり基本的な心得だと思うのですよ

ね。やはり車を運転するということは、事故

の可能性常にあるわけですから、あと車検切

れているということは、自賠責も切れている

わけだよね。自賠責切れたわけでしょう。返

事して。 

○水野あゆみ委員長 どうぞお答えください。 

○災害対策課長 おっしゃるとおりでございま

す。 

○市川おさと委員 自賠責切れていると言って

も、区が仮にですよ、仮に事故を起こした場
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合に資力が足りないということは、ちょっと

考えづらいわけで、その辺は大丈夫と言った

ら大丈夫なのだけれども、そうは言っても同

じことが２回繰り返されてしまったというこ

と、このことは、今後の対応策で、課長、係

長及び担当と引継ぎマニュアル記載するとあ

るけれども、やはりさっき寺島災害対策課長

褒めたけれども、これは、私は、課長、係長

の責任というのは、それなりにあるだろうと

いうふうに思いますけれども、副区長いかが

ですか。 

○副区長 この件については、しっかりと改め

て調査をさせていただいて、判断していきた

いと思います。 

○伊藤のぶゆき委員 東京都の首都直下型地震

の訓練の実施についてお尋ねをします。 

  都への主な要請内容と書いてありまして、

想定とあるのですけれども、この想定という

のは、区から都に想定を出しているのか、都

が区に出しているのか。ちょっと教えてもら

っていいですか。 

○災害対応力強化担当課長 全て区の方で考え

て、都の方に要請している内容となります。 

○伊藤のぶゆき委員 あまり深くは言いません

けれども、区から想定をして、都に出してい

るということですと、この要請結果は大体今

ずっと災害の話をしていると、３日間は自分

たちのところで何とかしてくださいという話

で、基本的に進んでいると思うのですけれど

も、これは、３日目からの対応で、区が想定

して東京都にお願いしている中の要請結果と

して、言いたいことはいろいろあります。例

えば道が倒壊していたら、例えばポンプ車が

派遣が判断されたとか、通るのかとかという

話は、今後こういう判断がされたことによっ

て、皆様方考えていくと思うのですけれども、

是非先ほどトイレの件で要望してもらいたい

なと思ったのが、簡易トイレの使用方法につ

いて、テレビ放送要望というのは、これは、

多分足立区だから要望したことだと思うので

すよね。これ、すごいいいことだと思うので

すよ。だとしたら、足立区から積極的に東京

都に簡易トイレを都民に配れと、配ってくだ

さいよと。その中で、東京都がＹｏｕＴｕｂ

ｅか何かで簡易トイレの使い方も一緒に作っ

てもらって、簡易トイレの使い方というのを

やってもらえれば、この都の広報部局より簡

易トイレの使用方法、放送について検討がな

されたなんて、ちょっと論点がずれているよ

うな気が私はするので、せっかく足立区今期

策定をする、しかもトイレも係長まで作って、

担当まで作って、２３区の中でやるというの

だったら、是非足立区の方から東京都にもう

都民全部に変なことに金使っているのだった

ら都民全部に簡易トイレを配って、ＹｏｕＴ

ｕｂｅで、プロジェクションマッピングみた

いな変なものに金使っているのだったら東京

都の簡易トイレを配って、ＹｏｕＴｕｂｅで

作ってもらって、ちゃんと日頃からこういう

ふうに東京都もやっていますとやってもらえ

れば、足立区のお金使わないでできるわけで

はないですか。これ、是非都に要望してもら

いたいなと思いますけれども、いかがですか。 

○災害対策課長 今現在東京都からは、食べ物

は区の方に、★★物資という形で預からせて

いただいている部分がありますので、同様に、

トイレについても要望させていただいて、

我々が預かるのか、預かったものを我々が配

るのかというのはありますけれども、そこも

含めて、ちょっと要望の方はさせていただき
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たいというふうに思います。 

○伊藤のぶゆき委員 そうですね。是非足立区

はこれだけ考えて、東京都、足立区のために

やっているのですよということを是非東京都

にお願いしますよ。こんな放送局使って放送

しますなんて、今、テレビ見ない子たち多い

のだから、多分ＹｏｕＴｕｂｅとかは放送局

倒れたりしないのだから、是非そういうふう

に、次の考え方で足立区が東京都に言ったの

ですよということを言っていただければお願

いします。 

○加地まさなお委員 私もちょっと何点か。さ

っきの車の件なのですけれども、パジェロの

件なのですけれども、普通に管理体制の問題

だと思うのですけれども、実際その車を誰か

担当者というのはいないのですか。何人が使

用して、およそ年間で動きというのは決まっ

てくると思うのですね。例えばそれを担当と

いう方が１人いれば、その人が自分で請け負

っている責任があるので、少し変わってくる

と思うのですけれども、そういう体制になっ

ていないのではないかなというふうに思った

のですけれども、ちょっとお聞かせください。 

○災害対策課長 車両の担当者はおります。そ

の者が担当しておりまして、今回発覚したき

っかけもその担当者がパジェロとは別の起震

車「震太くん」、「震太くん」の車検が今年

度迎えるわけなのですけれども、その「震太

くん」の車検手続をやっているときに、はた

とパジェロどうだったかなというふうに思っ

て、切れているというところが気づいたとこ

ろでございますので、そういった経緯で発覚

した状況です。 

○加地まさなお委員 分かりました。というこ

とは、その方は、前回の車検通ったときも担

当だったのかというところも大事になると思

うのですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 前回は当課にはおりませんで、

今年度異動してきた職員ということでござい

ます。 

○加地まさなお委員 それ、重責だからという

ことは、引継ぎができていないと、ただそれ

だけのことだと思うのですね。実際本当に車

検切れて走るというのはこれは結構問題です。

特に区がということは、かなり重く受け止め

なければいけないことだと思うのですね。で

も単純なミスだったので、そこは、そんなに

難しいことではないので、本当にもう先ほど

も皆さんおっしゃっていたように、しっかり

とできるようにしていただきたいと思います。

要望させていただきます。 

  それと同時に、足立の防災フェアなのです

けれども、前回も自衛隊の車両関連のことで

お聞かせいただいたのですが、今現状は、前

回よりも新しい車両入るよとか、そういった

ところは、自衛隊の方とお話をして、何か変

わったことがあればお聞かせいただきたいと

思います。 

○災害対応力強化担当課長 すみません。まだ

車両は調整中でして、決まってはいないとこ

ろなのですけれども、そういったところも踏

まえて、自衛隊と話していきたいと思います。 

○加地まさなお委員 これはすごく大事だと思

うのです。最近何か先ほど伊藤委員もおっし

ゃったのですが、富士山が爆発、噴火するの

ではないかとか、何かいろいろちょっと危機

的な状況を皆さんが感じ取りやすい状況の中

で、自衛隊の役割というのは、非常に重要だ

と思います。ただ、なかなかふだん会えない

中でのこの防災フェスなので、ふだん見られ



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ３４  

 

ないものとか、前回去年もありましたけれど

も、ふだん背負っているリュックの重さです

よね。平時のときと有事のときと重さが倍ぐ

らい違ったりとか、それも実際やってみない

と分からないですし、去年は一番ブースの奥

にあったので、なかなか皆さんに知っていた

だけなかったというところを考えると、より

皆さんに分かりやすく触れやすいような配置

をしていただいて、自衛隊の役割も防災に必

要なのだよというのを感じていただきたいと

思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○災害対応力強化担当課長 今回は、車両展示

と併せて、そこに隊員の方が来ていただいて、

いろいろな体験ができるようなこともちょっ

と考えております。 

○災害対策課長 すみません。補足になります

が、配置の部分につきましても区民の方に触

れていただきやすいような部分で、場所の設

置ができるようなところは検討させていただ

きたいと思います。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。 

  最後にします。今回の防災フェアを今年か

らは分けて、去年はＡ－Ｆｅｓｔａと一緒に

やっていましたが、今回はちょっと防災フェ

スというのをちゃんと分かるようにという形

になっていると思うのです。それぐらい本当

にこの防災大事だと思うのですね。フェアで

年に１回やっても、なかなか皆さん忘れてし

まいますので、このやった結果を小・中学校

とか学校教育に防災学習プログラムという形

で、地域活動とともに啓発していくという流

れを作らないと、いつまでたっても★★に１

回やっているイベントというところは抜けら

れないと思うのですけれども、そういった可

能性というのは何か難しいものでしょうか。 

○副区長 実は、今、水害ですけれども、防災

教育を始めました。松尾先生が中心になって、

今年は４校ぐらい手を挙げていただきました

ので、そういったことを広くしていくという

のは非常に重要だと思います。 

  先ほど長谷川委員の方からも、子どもたち

の啓発ということがありましたので、そうい

ったことも含めて、教育委員会とは相談して

いきたいと思います。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。

イベントとちゃんとリンクするように、でも、

足立区はこれだけ力を入れているというのは、

まずは子どもたちからというのを要望させて

いただきます。 

  以上です。 

○水野あゆみ委員長 他に質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○水野あゆみ委員長 質疑なしと認めます。 

  以上で、災害・オウム対策調査特別委員会

を閉会いたします。 

午前１１時５４分閉会 


